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表
題
に
掲
げ
た
和
蕃
公
主
と
は
、
周
辺
諸
国
を
懐
柔
す
る
た
め
に
中
原
王
朝
よ
り
降
嫁
さ
れ
た
公
主
の
こ
と
で
あ
る

。

こ
の
和
蕃
公
主

に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
こ
れ
ま
で
国
内
外
を
問
わ
ず
、
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、
優
れ
た
成
果
が
累
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
故
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
既
に
論
じ
尽
く
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
子
細
に
み
て
い
く
と
き
、
そ
こ
に
未
だ
解

明
す

べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

か

つ
て
、
布
目
潮
楓
氏
は
、
「北
朝
で
は
柔
然

・
突
厥
に
対
す
る
公
主
出
嫁
は

一
方
的
で
な
く
、
相
互
互
換
的
か
、
時
に
は
柔
然

・
突
厥

側
よ
り
北
朝

へ
皇
后
を
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
晴

・
唐
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
階

の
名
義
的
な
大
義
公
主

に
始
ま
り
、
実

の
皇

帝

の
娘
で
な
い
安
義

・
義
成
両
公
主
を

へ
て
、
唐
代
に
至
っ
て
も
、
隋
唐

側
よ
り
公
主
出
嫁

の
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
そ

の
逆
は
な

い
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

。
ま
た
、
「公
主
の
出
嫁
は
、
隋
唐

時
代
で
は
吐
谷
渾

・
吐
蕃

・
突
厭

・
契
丹

・
璽

・
回
紘

の

主
と
し
て
北
方
遊
牧
民
族
と
の
間
に
行
わ
れ
、
朝
鮮
の
新
羅
等
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
ま
っ
た
く
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
は
ど

の
よ
う

に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
、
す
な
わ
ち
、
隋
唐

で
は
周

辺
諸
国
の
王
女

(以

下
、
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
入
嫁
す
る
女
性
を
和
蕃
公
主
と
区
別
し
、
便
宜
的
に
王
女
と
称
す
)
が
中
原
王
朝

へ
降
嫁
す
る

こ
と
は
な
い
、
及
び
、

和
蕃

公
主
の
降
嫁
は
北
方
遊
牧
民
族
と
の
間
に
の
み
見
出
さ
れ
る
、
と
い
う
見
解
は
布
目
氏
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
く
和

唐

代

の

和

蕃

公

主

を

め

ぐ

る

諸

問

題

に

つ

い

て

は

じ

め

に

藤

野

月

子



蕃
公
主
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
日
野
開
三
郎

・
坂
元
義
種

・
長
沢
恵
氏
ら
の
場
合
に
あ

っ
て
も
存
在
し
て
い
る

。

前
者

の
、
隋
唐

で
は
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
の
王
女
の
入
嫁
は
み
ら
れ
な
い
、
と
す
る
見
解
は
、
当
該
時
代
に
お
い
て
そ
の
事
例
を

示
す
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
れ
に
反
す
る
事
例
は
本
当

に
存
在
し
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
ま
た
、
後
者
の
、
和
蕃
公
主

の
降
嫁
は
北
方
遊
牧
民
族
に
限
ら
れ
る
、
と
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
中
国
の
研
究

者
に
よ

っ
て
唐
か
ら
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
事
例
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
そ
れ
故
、
先
の
二
点
の
見
解

に
つ
い
て
は
未
だ
検

討
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
よ

っ
て
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
上
記
の
見
解
に
対
し
て
そ
の
当
否
を
確
認
し
な
が
ら
私
見
を
述
べ
る
こ
と

と
す

る
。

ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
、
唐
代
で
は
和
蕃
公
主

の
降
嫁
以
外
に
も
、
冊
封

・
羅
魔
な
ど
様

々
な
外
交
施
策
が
存
在
し
た
。

こ
れ
ら
の
多
く

は
唐
以
前
及
び
以
降

の
諸
朝
で
も
実
行
さ
れ
た
施
策
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
和
蕃
公
主

の
降
嫁
は
唐
代
に
お
い
て
最
も
数
多
く
の
事
例
が

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
で
は
、
何
故
唐
代
で
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察

し
た
研
究
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
見
受
け
ら
れ
な

い
。
本
稿
で
は
、
上
記
二
点
の
ほ
か
、
時
代
を
唐
以
前
の
諸
朝
に
も
視
野
を
広
げ
、
中
原
王

朝
か
ら
行
わ
れ
た
公
主
降
嫁
や
周
辺
諸
国
か
ら
行
わ
れ
た
王
女
入
嫁
の
実
態
を
追
究
し
、
そ
れ
ら
が
各
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
容
を

遂
げ

て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
唐
代
に
お
い
て
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主
が
降
嫁
さ
れ
た
状
況
は
何
処

か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
に

つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

序
節

で
述
べ
た
よ
う
に
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
隋
唐
で
は
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
の
王
女

の
入
嫁
は
み
ら
れ
な

い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

布
目
氏
は
、
突
厥

へ
降
嫁
さ
れ
た
大
義
公
主
の
考
察
を
通
じ
、
公
主
降
嫁
は
中
原
王
朝
と
北
方
遊
牧
民
族
と
の
力
関
係
を
考
え
る

一
指
標
に

な
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
朝
の
時
代
は
自
己
の
力
量
が
相
対
的
に
弱
体
で
あ

っ
た
た
め
、
中
原
王
朝
に
は
北
方
遊
牧
民
族
の
勢
力

一

唐

と

周

辺

諸

国

と

の

婚

姻

に

つ

い

て



へ
正
面
作
戦
を
と
る
余
裕

の
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
公
主
降
嫁
は
相
互
互
換
的
あ
る
い
は
、
中
原
王
朝
が
む
し
ろ
積
極
的
に
北
方

遊
牧
民
族
の
王
女
を
娶

る
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
筆
者
も
氏
の
見
解
に
賛

同
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
氏
は
こ
う
し
た
見
解
を
提
示
す
る
と
共
に
、
更
に
、
隋
唐

で
は
北
朝
の
時
代
と
異
な
り
公
主
降
嫁
は
中
原
王
朝
か
ら
し
か
行
わ
れ
て
い

な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
確
か
な
こ
と
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

『
旧
唐
書
』
巻

一
九
四
上
突
厥

伝
上
に
、
聖
暦
元

(六
九
八
)
年
、
突
厭
の
黙
畷
可
汗
が
自
分

の
女
を
唐

(当
時
は
則
天
武
后
の
即
位
に

よ
り
周
で
あ
っ
た
が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
以
下
、
周
の
場
合
も
唐
と
記
述
)
側
が
娶
る

よ
う
申
し
入
れ
た
と
き

の
こ
と
と
し
て
、

黙
畷
表
請
与
則
天
為
子
。
井
言
有
女
、
請
和
親
。

と
あ
る

。
こ
の
可
汗
の
求
め
に
対
し
、
唐
で
は
可
汗
の
女
を
嬰
り
、
突
厭

へ
婿
が
嫁
を
迎
え
に
向
か
う

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

同
伝
中
に
、
上
記
に
続
い
て
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
.,)。

其
年
、
則
天
令
魏
王
武
承
嗣
男
准
陽
王
延
秀
、
就
納
其
女
為
妃
、
遣
右
豹
翰
衛
大
将
軍
閻
知
微
摂
春
官
尚
書
、
右
武
威
衛
郎
将
楊
斉
荘

摂
司
賓
卿
、
大
齎
金
畠
、
送
赴
虜
庭
。
行
至
黒
沙
南
庭
、
黙
畷
謂
知
微
等
日
、
「我
女
擬
嫁
与
李
家
天
子
児
、
祢
今
将
武
家
児
来
。
此

是
天
子
児
否
。
我
突
厭
積
代
已
来
、
降
附
李
家
。
今
聞
李
家
天
子
種
末
総
尽
、
唯
有
両
児
在
。
我
今
将
兵
助
立
。
」
遂
収
延
秀
等
、
拘

之
別
所
。
偽
号
知
微
為
可
汗
、
与
之
率
衆
十
余
万
、
襲
我
静
難
及
平
秋
、
清
夷
等
軍
。
静
難
軍
使
左
玉
鈴
衛
将
軍
慕
容
玄
山則
以
兵
五
千

人
降
之
。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

こ
の
と
き
、
突
厥

の
求
め
に
際
し
、
唐
側
の
婿
と
し
て
選
ば
れ
た
人
物
は
、
則
天
武
后
の
甥
で
あ
る
武
承
嗣
の

子
の
武
延
秀
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
結
果
、
唐
か
ら
突
厥

へ
婿
が
嫁
を
迎
え
に
向
か

っ
た
も
の
の
、
延
秀
は
李
家

の
者

で
は
な
い

と
し
て
可
汗
に
捕
え
ら
れ
、
続
い
て
突
厥
が
唐

へ
侵
攻
し
、
こ
の
婚
姻
は
成
立
し
な
か

っ
た
と
い
う

。
し
か
し
、
注

目
す

べ
き
は
、
突
厥

の
求

め
に
応
じ
、
唐
が
突
厥

可
汗
の
女
を
娶

る
こ
と
を

一
旦
は
決
定
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
先

に
述

べ
た
従
来
の
見

解
と
齪
齪
す
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
長
安
三

(七
〇
三
)
年
に
も
、
黙
畷
可
汗
は
再
び
自
分
の
女
を
唐
側
が
婆
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
後
、
突
厥

が



唐

へ
侵
攻
し
た
た
め
、
婚
姻
は
最
終
的
に
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
不
成
立
で
は
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
上
述
の
聖
暦
元

年
の
事
例
同
様
、
突
厥
の
求
め
に
応
じ
、
唐
は
突
厥

可
汗

の
女
を
娶
る

こ
と
を

一
旦
は
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
伝
中
に
、

黙
畷
遣
使
莫
賀
達
干
請
以
女
妻
皇
太
子
之
子
。
則
天
令
太
子
男
、
平
恩
王
重
俊
、
義
興
王
重
明
廷
立
見
之
。
黙
畷
遣
大
臣
移
力
貧
汗
入

朝
、
献
馬
千
匹
及
方
物
以
謝
許
親
之
意
。
則
天
議
之
於
宿
羽
亭
。
太
子
、
相
王
及
朝
集
使
三
品
以
上
並
預
会
、
重
賜
以
遣
之
。
中
宗
即

位
、
黙
畷
又
冠
霊
州
鳴
沙
県
。
霊
武
軍
大
総
管
沙
旺
忠
義
拒
戦
久
之
、
官
軍
敗
績
、
使
者
六
千
余
人
。
賊
遂
進
冠
原
、
会
等
州
、
掠
朧

右

群
牧
馬
万
余
匹
而
去
、
忠
義
坐
免
。
中
宗
下
制
絶
其
請
婚
。

と
あ
る
の
で
あ
る

。

ま
た
、
『新
唐
書
』
巻
二

一
七
上

回
鵤
伝
上
に
は
、
至
徳
元

(七
五
六
)
年
、
ウ
イ
グ
ル
可
汗
が
自
分
の
養
女
を
章
懐
太
子
の
孫
で
あ
る

敦
煌

王
の
李
承
案

へ
嬰
わ
せ
て
和
親
を
申
し
入
れ
て
き
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

粛
宗
即
位
、
使
者
来
請
助
討
禄
山
。
帝
詔
敦
煌

郡
王
承
案
与
約
、
而
令
僕
固
懐
恩
送
王
、
因
召
其
兵
。
可
汗
喜
、

以
可
敦
妹
為
女
、
妻

承
案
、
遣
渠
領
来
請
和
親
。
帝
欲
固
其
心
、
即
封
虜
女
爲
砒
伽
公
主
。
…
帝
因
冊
砒
伽
公
主
為
王
妃
、
擢
承
案
宗

正
卿
。

と
あ
り

、
こ
の
と
き
、
唐
は
可
汗
の
女
を
砒
伽
公
主
に
、
そ
の
後
、
王
妃
に
封
じ
て
い
る
。

こ
の
事
例
も
ま
た
先
の
事
例
と
同
じ
く
周
辺

諸
国

の
王
女
が
中
原
王
朝

へ

「降
嫁
」
し
た
事
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
隋
唐

で
は
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
の
王
女
の
入
嫁
は
み
ら
れ
な
い
、
と
す
る
従
来
の
見
解
に
修
正
が
加
え

ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

で
は
何
故
、
唐
は
こ
う
し
た
中
原
王
朝
の
男
子
と
周
辺
諸
国
の
女
子
と
の
婚
姻
と
い
う
形
態
を
も
、
和
親
の

一
環
と

し
て
採
用
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
や
や
付
加
的
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
問
題
に

つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
、
本
節
で
論
じ
た
こ
と
と
の
関
連
を
、

こ
の
場
を
か
り

て
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

周
知
の
よ
う
に
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
施
策
が
始
ま
っ
た
前
漢

の
頃
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
は
ほ
と
ん
ど
人
質
の
意
味

し
か
存
在
し
な
か

っ

た
。

一
方
、
既
に
先
行
研
究
で
、
中
原
王
朝
の
勢
力
が
盛
ん
な
と
き
、
そ
の
権
威
を
背
景
に
周
辺
諸
国
の
君
長
が
自
国

の
権
威
を
内
外

へ
誇



示
す
る
た
め
に
公
主
降
嫁
を
求
め
、
中
原
王
朝
が
そ
れ
を
許
可
す
る
事
例
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

つ
ま
り
、

そ
も
そ
も
人
質
と
し

て
の
性
格
を
強
く
も

っ
た
和
蕃
公
主
は
、
後
代
す
る
に
従
い
、
中
原
王
朝
が
周
辺
諸
国

へ
与
え
る
恩
寵

へ
と
変
容
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
北
朝
の
時
代
に
中
原
王
朝
が
北
方
遊
牧
民
族

の
王
女
を
娶

っ
た
の
は
、
布
目
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
中

原
王
朝
が
相
対
的
に

弱
体
な
時
期
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
内
実
が
ど
う
で
あ
れ
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
中
原
王
朝
自
ら
が
与
え
る
周
辺
諸

国

へ
の
恩
寵
を
示
す

も
の
で
あ

っ
た
こ
と
と
相
反
し
、
周
辺
諸
国
か
ら
の
王
女
の
入
嫁
は
周
辺
諸
国
が
中
原
王
朝

へ
与
え
る
恩
寵
と
い
う

一
面
を
も

っ
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
先
に
取
り
上
げ
た
、
聖
暦
元
年

・
長
安
三
年

・
至
徳
元
年
の
場
合
を
み
て
み
る
と
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

唐
は
国
内
外
に
問
題
を
抱
え
、
突
厥

や
ウ
イ
グ

ル
へ
正
面
作
戦
を
と
る
余
裕
を
も

っ
て
い
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
そ
こ
に
、
唐

の
周
辺
諸
国

に
対
す
る
軍
事
的
優
位
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
北
朝
の
時
代
と
同
様
、
周
辺
諸
国
か
ら
入
嫁
す
る
王
女
は
周
辺
諸
国
が
中
原
王
朝

へ

与
え

る
恩
寵
と
い
う

一
面
さ
え
も
ち
う
る
状
況
が
出
現
し
て
い
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
原
王
朝
は
自
ら
の
勢
力
が
周
辺
諸
国
と
比
較
し
て
弱
体
で
あ
る
際
、
周
辺
諸
国
の
王
女
を
娶

り
、
逆
の
状
況
で
は
、

周
辺
諸
国

へ
公
主
を
降
嫁
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

序
節
で
述
べ
た
よ
う
に
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
和
蕃
公
主
が
降
嫁
さ
れ
た
の
は
北
方
遊
牧
民
族
に
限
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
新
唐
書
』
・
『
資
治
通
鑑
』
な
ど

の
記
述
に
は
唐
が
南
詔

へ
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
行

っ
た
と
す
る
事
例
が
あ
る
。

こ
の
事
例
に

つ
い
て
、

我
が
国
の
従
来
の
研
究
で
は
指
摘
し
た
も
の
が
な

い
。

一
方
、
中
国
で
は
、
王
桐
齢
、
脚
平
樟
、
王
寿
南
、
閻
明
恕
ら
各
氏
に
よ
っ
て
こ
の

事
例

の
存
在
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
王
氏
ら
の
研
究
は
、
唐
が
様
々
な
周
辺
諸
国

へ
和
蕃
公
主
を
降
嫁
し
た
こ
と
を
具
体
的
に

示
す
際
、
そ
の

一
例
と
し
て
南
詔

へ
の
降
嫁
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
我
が
国
の
研
究
と
の
相
違
を
認
識
し
、

こ
の
と
き

の
降
嫁
の
も

つ
意
味
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
中
国
の
研
究
に
は
、
我
が
国
の
研
究
に
み
ら
れ
る
農
耕

・
遊
牧

の

二
唐

の

南

詔

へ

の

和

蕃

公

主

の

降

嫁

に

つ

い

て



別
と

い
う
観
点
も
存
在
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
実
際
に
、
中
原
の
南
方
に
位
置
し
、
遊
牧
を
基
盤
と
し
な

い
南
詔

へ
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を

唐
が
図

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
従
来
の
農
耕

・
遊
牧

の
別
と
い
う
観
点
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
よ

っ
て
、
本
節
で
は
、

唐
の
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
上
で
従
来
の
見
解
に
対
す
る
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
二

僖
宗
紀

乾
符
三

(八
七
六
)
年
九
月
の
条
に
、
当
時
西
川
節
度
使
で
あ

っ
た
高
餅
が
南

詔
の
侵
攻
を
恐
れ
、

そ
の
君
長
で
あ
る
驃
信

へ
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
行
う
よ
う
朝
廷

へ
奏
請
し
た
こ
と
を
伝
え
て
、

役
之
始
作
也
、
餅
恐
南
詔
揚
声
入
憲
。
錐
不
敢
決
来
、
役
者
必
驚
擾
。
乃
奏
遣
景
仙
託
遊
行
入
南
詔
、
説
諭
驃
信

使
帰
附
中
国
、
傍
許

妻
以
公
主
。
因
与
議
二
国
礼
儀
、
久
之
不
決
。
騨
又
声
言
欲
巡
辺
、
朝
夕
通
峰
火
、
至
大
渡
河
、
而
実
不
行
、
蛮

中
儲
恐
。
由
是
詑
於

城
成
、
辺
候
無
風
塵
之
警
。
先
是
、
西
川
将
吏
遣
南
詔
。
驃
信

皆
坐
受
其
拝
。
餅
以
其
俗
尚
浮
屠
、
故
遣
景
仙
往
。
驃
信

果
帥
其
大
臣

迎
拝
、
信
用
其
言
。

と
あ

る

。
上
記
で
論
じ
ら
れ
て
い
る

「礼
儀
」
と
は
、
恐
ら
く
公
主
降
嫁
の
際
に
行
わ
れ
る
二
国
間
の
婚
姻
儀
礼
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
『
新
唐
書
』
巻
二
二
二
中

南
蛮
伝
中
に
、
南
詔
が
こ
の
乾
符
三
年
以
後
、
し
ば
し
ば
使
節
を
派
遣
し
て
き
た
こ
と
こ
と
を
伝
え

て
、

(南
詔
)
遣
清
平
官
酋
望
趙
宗
政
、
質
子
三
十
入
朝
乞
盟
、
請
為
兄
弟
若
舅
甥
。

と
あ

る
。
こ
こ
に
南
詔
が
唐
に
対
し
て
求
め
た

「兄
弟
若
舅
甥
」
と
み
え
る
関
係
も
、
先
述
の

「礼
儀
」
の
検
討
と
合

わ
せ
考
え
た
際
、
公

主
降
嫁
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
い
え
よ
う

。
続
い
て
、
乾
符
四
年
に
も
、
南
詔
か
ら
唐

へ
使
節
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
同
伝
中
に
、
そ

の
こ
と
を
伝
え
て
、

(南
詔
)
遣
陀
西
段
瑳
宝
、
詣
匿
州
節
度
使
辛
諜
請
修
好
。
詔
使
者
答
報
。

と
あ

る

。

こ

の
よ
う
に
、
南
詔
は
公
主
降
嫁
を
受
諾
す
る
意
志
を
示
し
、
唐

へ
使
節
を
派
遣
し
て
和
親

の
姿
勢
を
と
り
な
が

ら
、

一
方
で
は
唐

の

周
辺

へ
侵
攻
し
て
も
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
唐
の
朝
廷
で
は
上
述
の
高
餅
の
提
案
を
受
け
、
南
詔

へ
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
行
う
か
否
か
の
論



争
が
起
こ
っ
て
い
た
。
同
伝
中
に
、
乾
符
五
年
、
南
詔
の
侵
攻
と
、
そ
れ
を
受
け
て
の
高
騨
の
提
案

へ
右
諌
議
大
夫

の
柳
輻
ら
が
反
対
意
見

を
上
言
し
た
こ
と
を
伝
え
て
、

(南
詔
)
未
幾
、
憲
西
川
。
耕
奏
請
与
和
親
。
右
諌
議
大
夫
柳
翰
、
吏
部
侍
郎
崔
澹
醜
其
事
、
上
言
、
「遠
蛮
畔
逆
、
乃
因
浮
屠
誘
致
。

入
議
和
親
、
垂
笑
後
世
。
餅
職
上
将
、
謀
乖
謬
、
不
可
従
。
」
遂
寝
。

と
あ
る
亘
。

つ
ま
り
、
高
餅
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
た
公
主
降
嫁

の
計
画
は
、

一
旦
と
り
や
め
と
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
公

主
降

嫁
を
め
ぐ
る
論
争
は
そ
の
後
も
や
ま
ず
、
同
年
南
詔
の
使
節
が
入
朝
し
た
際
、
鄭
敗
を
筆
頭
と
す
る
反
対
派
と
、
盧
捲
を
筆
頭
と
す
る

賛
成
派
と
に
別
れ
、
唐

の
朝
廷
で
論
争
が
再
燃
し
て
い
る
。
同
伝
中
に
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
、

蛮
使
者
再
入
朝
議
和
親
、
而
騨
徒
荊
南
、
持
前
請
不
置
。
宰
相
鄭
政
、
盧
捲
争
不
決
、
皆
賜
罷
。

と
あ
る
§
。
更
に
、
二
年
後
の
広
明
元

(八
八
〇
)
年
、
高
騨
の
提
案
に
反
対
し
た
吏
部
侍
郎
の
崔
澹
を
高
騨
が
弾
劾
す
る
。
同
伝
中
に
、

そ
の
こ
と
を
伝
え
て
、

是
時
、
餅
徒
節
鎮
海
、
劾
澹
等
沮
議
。
帝
蒙
弱
不
能
暁
、
下
詔
尉
解
。

と
あ
る
.。.。
す
る
と
、
同
年
新
た
に
西
川
節
度
使
と
な

っ
た
崔
安
潜
が
降
嫁
反
対
の
意
見
を
上
言
し
た
。
同
伝
中
に
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
、

西
川
節
度
使
崔
安
潜
上
言
、
「蛮
蓄
鳥
獣
心
、
不
識
礼
義
。
安
可
以
賎
隷
尚
貴
主
、
失
国
家
大
礼
。
澹
等
議
可
用
。
臣
請
募
義
征
子
率

十
戸

一
保
願
発
山
東
鋭
兵
六
千
戌
諸
州
、
比
五
年
蛮
可
為
奴
。」

と
あ

る
量
。
ま
た
、
同
年
新
た
に
西
川
節
度
使
と
な

っ
た
陳
敬
喧
が
今
度
は
高
餅
と
同
じ
く
南
詔
と
和
親
を
行
う
よ
う
上
言
し
て
い
る
。
同

伝
中
に
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
、

西
川
節
度
使
陳
敬
喧
申
和
親
議
。

と
あ
る
。
そ
し
て
、
今
度
は
従
来
よ
り
降
嫁
に
賛
成
し
て
い
た
盧
摘
ら
が
こ
の
議
に
同
調
し
、
再
び
賛
成
意
見
を
上
言
す
る
。

こ
う
し
た
経

緯
の
後
、
僖
宗
は
遂
に
、
同
年
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主

の
降
嫁
を
決
断
す
る
。
同
伝
中
に
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
、

帝
謂
然
、
乃
以
宗
室
女
為
安
化
長
公
主
許
婚
。



と
あ

る
(聾
。

こ
の
よ
う
に
、
高
餅
の
提
案
よ
り
唐

の
朝
廷
で
施
策
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
、
約
四
年
を
要
し
た
。
そ
の
間
、
南
詔
は
唐

へ
の
侵
攻
を
企
て

て
い
た
が
、
公
主
降
嫁
が
決
定
さ
れ
る
と
、

こ
れ
以
後
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
態
勢
を
と
り
、
都
合
三
度
に
わ
た
り
、
迅
速
な
公
主
降
嫁

の

実
施

を
求
め
て
い
る
。
同
伝
中
に
、
同
年
、
南
詔
か
ら
の
使
節
派
遣
を
伝
え
て
、

法
遣
宰
相
趙
隆
眉
、
楊
奇
混
、
段
義
宗
朝
行
在
、
迎
公
主
。

と
あ

り
、
同
様
に
、
翌
中
稲
元

(八
八

一
)
年
、
南
詔
か
ら
の
使
節
派
遣
を
伝
え
て
、

復
遣
使
者
来
迎
主
、
献
珍
怪
藍
尉
百
抹
。

と
あ
り
重
、
同
様
に
、
中
和
二
年
、
南
詔
か
ら
の
使
節
派
遣
を
伝
え
て
、

又
遣
布
蔓
楊
奇
肱
来
迎
。

と
あ

る
(2Q)。

こ
う
し
た
曲
折
を

へ
て
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
五
五

僖
宗
紀

中
和
三
年
十
月
の
条
に
、

以
宗
女
為
安
化
長
公
主
、
妻
南
詔
。

と
あ
る
よ
う
に
、
安
化
長
公
主
が
南
詔

へ
降
嫁
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
『
新
唐
書
』
巻
二
二
二
中

南
蛮
伝
中
に
は
、
長
公
主
を
南
詔

へ
送
る
に
あ
た

っ
て
の
使
節
が
決
定
し
た

こ
と
を
述
べ
た
後
、

上
記

の

『
通
鑑
』
と
は
異
な
る
所
伝
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、

詔
検
校
国
子
祭
酒
張
誰
為
礼
会
五
礼
使
、
徐
雲
度
副
之
、
宗
正
少
卿
嗣
號
王
約
為
婚
使
。
未
行
、
而
黄
巣
平
、
帝

東
還
、
乃
帰
其
使
。

と
あ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『
新
唐
書
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
安
化
長
公
主
は
南
詔

へ
実
際
に
は
降
嫁
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
邸
平
樟
氏
も
こ
の

『新
唐
書
』

の
記
述
に
よ
り
、
唐
-
南
詔
間
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
最
終
的
に
成
立
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

確

か
に
、
成
立

.
不
成
立
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
脚
平
樟
氏
の
説

の
通
り
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
は
唐
が
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を

一
旦
は
決
定
し
た
と
い
う
事
実
に
着
目
す
る
。
何
故
な
ら
こ
の
こ
と
は
、
中
原
王
朝
は
北
方
及
び
西
方
に
位
置
し
、
遊

牧
を
生
業
と
す
る
周



辺
諸
国
と
の
み
婚
姻
関
係
を
持

つ
と
す
る
我
が
国
に
お
け
る
従
来
の
見
解
と
齪
齪
す
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
原
王
朝
は
南
方
に

位
置

し
て
遊
牧
を
生
業
と
し
な
い
周
辺
諸
国

へ
も
和
蕃
公
主
を
降
嫁
す
る
こ
と
が
あ
り
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
唐
と
南
詔
と
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に

つ
い
て
、
い
く
ら
か
確
認
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。

第

一
は
、

こ
の
降
嫁
で
は
先
に
唐
側
が
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
検
討
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
唐
代
に
お
け
る

こ
れ
以
前
の
和
蕃
公

主

の
降
嫁
は
、
周
辺
諸
国
側
か
ら
の
求
め
を
受
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
建
前
と
し
、
唐
側
か
ら
の
提
案
を
ま

つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
前
節

で
も
、

既
に
先
行
研
究
で
、
唐
の
権
威
を
背
景
に
周
辺
諸
国
の
君
長
が
自
国
内
外

へ
権
威
を
誇
示
す
る
た
め
、
唐
側
か
ら
で
は
な
く
、
周
辺

諸
国
側

か
ら
公
主
降
嫁
を
求
め
た
事
例
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
。
し
か
し
、
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁

の
場

合
は
、

そ
の
通
例
に
反
し
て
先
ず
唐

の
地
方
官
が
こ
れ
を
提
案
し
、
曲
折
を

へ
て
唐
の
朝
廷
が
決
定
す
る
と
い
う

「異
例
」
の
措
置
が
と
ら

れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「異
例
」
で
あ
る
と
い
う
点
を
、
唐
と
南
詔
と
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
は
踏
ま
え
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第

二
は
、
唐

の
朝
廷
で
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
行
う
か
否
か
が
論
争
さ
れ
た
際
、
南
詔
は
そ
れ
に
見
合
う

「礼
儀
」
を
有
さ
な

い

国
で
あ
る
こ
と
が
反
対
理
由
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
と
相
似
た
事
例
と
し
て
は
醇
延
陀
の
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
旧

唐
書
』
巻

一
九
九
下

鉄
勒
伝
下
に
、
貞
観

一
六

(六
四
二
)
年
、
唐
が
醇
延
陀

へ
の
公
主
降
嫁
を
と
り
や
め
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

議
者
以
為
夷
狄

不
可
礼
義
畜
。
若
聰
財
未
備
而
与
之
婚
、
或
軽
中
国
。
当
須
要
其
備
礼
。
於
是
下
詔
絶
其
婚
。

と
あ
る

。
こ
の
よ
う
に
、
他

の
周
辺
諸
国
に
も

「礼
儀
」
が
な

い
た
め
、
唐
よ
り
公
主
降
嫁
を
許
可
さ
れ
な
か

っ
た
例
が
あ
る
。

こ
の
こ

と
は
、
「礼
儀
」
の
有
無
が
和
蕃
公
主
降
嫁
の
際
の

一
判
断
基
準
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
が
論
じ

ら
れ
る
際
、
そ
こ
に
農
牧
の
別
に
つ
い
て
の
指
摘
が
み
え
な

い
こ
と
は
、
そ
れ
が
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
、
顧
慮
さ
れ
る
基
準
で
は
な
か

っ
た

こ
と
を
も
窺
わ
せ
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
は
、
当
時
の
唐
を
取
り
巻
く
状
況
で
あ
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
当
時
黄
巣
の
大
乱
が
勃
発
し
、
藩
鎮
自
立
化
の
動
き
が
全
国
的
に
起

こ
っ
て
い
た
。
唐
の
国
力
は
明
ら
か
に
低
下
し
、
南
詔
と
も
婚
姻
を
通
じ
て
そ
の
勢
力
を
自
ら
に
引
き
付
け
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
例



第

一
節
で
は
、
唐
代
で
も
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
の
王
女
の
入
嫁
が
存
在
し
た
こ
と
、
第
二
節
で
は
、
唐
が
遊
牧
を
基
盤
と
し
な
い

南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
決
定
し
た
こ
と
、
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
と
し
た
。

序
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
唐
代
に
お
い
て
最
も
数
多
く
の
事
例
が
み
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
生
じ
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
時
代
を
唐
以
前

の
諸
朝
に
も
視
野
を
広
げ
、
中
原
王
朝
か
ら
の
公
主
降
嫁
や
周
辺
諸
国
か

ら
の
王
女
入
嫁
の
実
態
を
追
究
し
、
そ
れ
ら
が
後
代
す
る
に
従

っ
て
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
に
よ
り
、
唐
代
で
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主
が
降
嫁
さ
れ
る
と
い
う
状
況
は
何
処
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

三

和

親

と

和

蕃

公

主

の

降

嫁

と

の

関

係

え
ば
、
金
子
修

一
氏
は
、
唐
が
周
辺
諸
国
の
君
長
な
ど

へ
与
え
た
王
号
を
表
に
ま
と
め
、
そ
こ
で
、
粛
宗
以
後
ほ
ぼ
新

羅
と
渤
海
以
外
、
三

度
冊
立
さ
れ
た
の
は
南
詔
の
み
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(磐
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
唐
が
南
詔
を
戦
略
上
極
め
て
重
要
視
し
て

い
た

こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
中
原
王
朝
が
和
蕃
公
主
を
降
嫁
す
る
基
準
は
、
実
は

「礼
儀
」
の
有
無
よ
り
も
、
そ
の
勢
力
が
中

原
王
朝
に
如
何
な
る

「利
益
」
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
唐
が
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主

の
降
嫁
を
決
定
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
唐
は
南
詔
を
重
要
視
し
て
い
た
。

ま
た
、
唐
以
前
の
時
代
で
あ
る
北
朝
の
時
代
や
そ
の
後

の
時
代
で
あ
る
五
代
に
お
け
る
諸
朝
に
も
、
非
遊
牧
国
家
と
し
て
の
高
句
麗
や
南
詔

の
後
継
で
あ
る
大
長
和
国
と
の
間
で
婚
姻
を
行
お
う
と
す
る
動
き
が
あ

っ
た
こ
と
が
あ
る

。
よ

っ
て
、
中
原
王
朝
か
ら
和
蕃
公
主
が
降
嫁

さ
れ
た
の
は
北
方
遊
牧
民
族
に
限
ら
れ
る
、
と
す
る
従
来

の
見
解
は
大
枠
正
し
い
も
の
の
、
上
記
の
よ
う
な
例
外
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

中
原
王
朝
が
和
蕃
公
主
を
降
嫁
す
る
基
準
は
、
農
牧
の
別
や

「礼
儀
」
の
有
無
に
あ
る
と
す
る
よ
り
も
、
そ
の
勢
力
が
中
原
王
朝
に
如
何
な

る

「
利
益
」
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
点
に
究
極
的
に
は
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



表
A

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫

年
代
貞
観

一
四

(
六
四
〇
)
年

貞
観

一
五
年

景
雲

元

(七

「
○
)
年

開
元
五

(七

一
七
)
年

開
元
五
年

開
元
十
年

開
元
十
年

開
元
十
年

開
元

一
四
年

天
宝
三

(七

四
四
)
載

天
宝
四
載

天
宝
四
載

公
主
宗
室

の
女

(弘

化
公
主

)

宗
室

の
女

(文
成

公
主
)

宗
室

の
女

(雍

王
守

礼
の
女

の
金
城
公
主
)

宗
室

の
女

(従
外
甥
辛
景

初

の
女

の
固
安
公
主
)

宗
室

の
女

(東

平
王
外
孫
楊
元
嗣

の
女

の
永
楽

公
主

)

宗
室

の
女

(成
安

公
主

の
女

の
東
光
公
主
)

宗
室

の
女

(従
妹
夫
慕
容
嘉
賓

の
女

の
燕
郡
公
主
)

宗
室

の
女

(阿
史
那
懐
道

の
女

の
交
河
公
主
)

宗
室

の
女

(従
外
甥

の
女

の
東
華

公
主
)

宗
室

の
女

(四
従
弟
参

の
女

の
和
儀

公
主
)

宗
室

の
女

(外
甥

の
女

の
宜
芳

公
主
)

宗
室

の
女

(外
孫

の
女

の
青
楽

公
主

)

降
嫁
先

ロ
谷
渾

諾
易
鉢

吐
蕃
弄
讃
吐
蕃
賛
普

李
大
酪

契
丹
李
失
活

李
魯
蘇

契
丹
李
欝
干

突
騎
施

蘇
禄
契
丹
李
郡
固

寧
遠
国

燗
達
干

李
延
寵

契
丹
李
懐
節

出
典
『
旧
唐
書
』
巻

一
九

八

吐
谷
渾
伝

『
新
唐
書
』
巻

二
二

一
上

吐
谷
渾
伝

『
旧
唐
書
』
巻

一
九

六
上

吐
蕃

伝
上

『
新
唐
書
』
巻

二

一
六
上

吐
蕃
伝
上

『
旧
唐
書
』
巻

「
九

六
上

吐
蕃

伝
上

『
新
唐
書
』
巻

二

一
六
上

吐
蕃

伝
上

『
旧
唐
書
』
巻
八

玄
宗
紀

『
新
唐
書
』
巻

二

一
九

案
伝

『
旧
唐
書
』
巻
八

玄
宗
紀

『
新
唐
書
』
巻

二

一
九

契

丹
伝

『
旧
唐
書
』
巻

一
九
九

下

雲
伝

『
新
唐
書
』
巻

二

一
九

契
伝

『
旧
唐

書
』
巻
八

玄
宗
紀

『
新
唐
書
』
巻

二

一
九

契
丹
伝

『
旧
唐
書
』
巻

一
九

四
下
突
厥

伝
下

『
新
唐
書
』
巻

二

一
五
下
突
厥

伝
下

『
旧
唐

書
』
巻
八

玄
宗
紀

『
新

唐
書
』
巻

二

一
九

契
丹
伝

『
新
唐

書
』
巻
二

二

一
下

寧
遠
伝

下

『
旧
唐
書
』
巻
九

玄
宗
紀

『
新

唐
書
』
巻

二

「
九

雲
伝

『
旧
唐

書
』
巻
九

玄
宗
紀

『
新
唐

書
』
巻

一
=

九

契
丹
伝

今

ま
ず
、
唐
代
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
事
例
を
表
示
し
て
み
よ
う
。
表
A
は
唐
代
に
行
わ
れ
た
和
蕃
公
主

の
降
嫁
を
年
代
順
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
代
に
行
わ
れ
た
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
の
王
女

の
入
嫁
を
表
B
と
し
て
示
す
。



①②

表
C

年
代
恵
帝

三

(前

一
九
二
)
年

文
帝

六

(前

一
七
四
)
年

公
主
宗
室
の
女

宗
室
の
女

降
嫁
先匈奴

冒
頓
単
于

匈
奴

出
典
『
漢
書
』
巻
九

四
上
匈
奴

伝
上

『
漢
書
』
巻
九

四
上
匈
奴

伝
上

表

A
,
B
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
唐
代
で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は

一
六
件
、
周
辺
諸
国
か
ら
の
王
女
の
入
嫁
も

一
件
、
計

一
七
件
の
婚

姻
に
よ
る
施
策
が
外
交
上
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
を
以
下
に
掲
げ
る
漢
代

の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
現
存

の
史
料
に
よ
る
限
り
、
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
漢
代

(後
漢
を
含

む
)
に
行
わ
れ
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
年
代
順
に
示
し
た
も
の
が
表
C
で
あ
る
。

⑬⑭⑮⑯

乾

元
五

(
七
五
八
)
年

大
暦
四

(七

六
九
)
年

貞
元
四

(七

八
八
)
年

長
慶
元

(八

二

一
)
年

粛
宗
の
女
の
寧
国
公
主

家

臣

の
女

(僕
固
懐
恩

の
女

の
崇
徽

公
主
)

徳
宗
の
女
の
威
安
公
主

憲
宗
の
女
の
太
和
公
主

ウ
イ
グ
ル

英
武
威
遠
可
汗

ウ
イ
グ

ル

英
義
建
功

可
汗

ウ
イ
グ

ル

天
親

可
汗

ウ
イ
グ
ル

崇
徳
可
汗

『
旧
唐
書
』
巻

一
九

五

廻
紘
伝

『
新
唐
書
』
巻

二

一
七
上

回
鵤
伝
上

『
旧
唐
量

『
新
唐
重

『
旧
唐
圭

『
新
唐
圭

『
旧
唐
圭

『
新
唐
圭

』
巻

一
二

一
僕

固
懐

恩
伝

』
巻

二

一
七
上

回
鵤

伝
上

』
巻

=
二
〇

関
播
伝

』
巻

二

一
七
上

回
鵤
伝
上

』
巻

一
九

五

廻
維

伝

』
巻

二

一
七
下

回
鵤
伝
下

表
B

①

年
代
至
徳
元
年

唐

敦
煌

王
承
采

王
女

の
出
身
国

ウ
イ
グ

ル

・
可
汗

の
養

女

出
典
『
旧
唐
書
』
巻

一
九

五

廻
紘

伝

『
新
唐
書
』
巻

二

一
七
上

回
鵤
伝
上



表

C
①
の
事
例
は
、
『
漢
書
』
巻
九
四
上
匈
奴

伝
上
に
、
漢
初
の
勾
奴
と
の
抗
争
を
伝
え
て
、

於
是
高
祖
患
之
、
乃
使
劉
敬
奉
宗
室
女
翁
主
為
単
子
関
氏
。
歳
奉
匈
奴

紫
縛
酒
食
物
各
有
数
、
約
為
兄
弟
以
和
親
。
冒
頓
乃
少
止
。

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
和
親
締
結
の
際
、
食
物

・
財
物
の
贈
与
、
兄
弟
の
約
束
を
す
る
な
ど
と
い
っ
た
他

の
項
目
と
共
に
、
公

主

(
こ
こ
で
は
翁
主

)
降
嫁
が
行
わ
れ
て
い
る
。

表

C
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
漢
代
は
前
漢
後
漢
四
百
年
を
通
じ
て
公
主
降
嫁
の
事
例
を
六
件
見
出
し
う
る
。

つ
ま
り
、
現
存

の
史
料
に
よ

る
限
り
、
漢
代
の
降
嫁
は
約
七
〇
年
に

一
回
の
割
合
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
、
先
に
示
し
た
唐
代
に
お
け

る
件
数
と
比
較
し
て

み
る
と
、
唐
代
で
は
約

一
八
年
に

一
回
の
割
合
で
行
わ
れ
て
お
り
、
漢
代
に
お
け
る
公
主
降
嫁

の
事
例
の
割
合
は
少
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
単
に
史
料
が
残
さ
れ
な
か

っ
た
か
ら
と
も
い
え
よ
う
。
確
か
に
、
そ
う
し
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
言
い
難
い
現
象
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
後
漢
に
は
公
主
降
嫁
の
事
例
が
み
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
も
単
に
史
料
が
残
さ
れ
な
か

っ
た
か
ら
と
の
み
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
更
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

『
後
漢
書
』
巻
八
九

南
匈
奴

伝
に
、
明
帝

の
と
き
、
北
匈
奴

が
後
漢

へ
和
親
を
求
め
た
こ
と
を
伝
え
て
、

時
北
匈
奴

猶
盛
、
数
冠
辺
、
朝
廷
以
為
憂
。
会
北
単
于

欲
合
市
、
遣
使
求
和
親
。
顕
宗

(明
帝

の
こ
と
)
糞
其
交
通
、
不
復
為
冠
、
乃

③④⑤⑥

景
帝

五

(前

一
五
二
)
年

元
封
六

(前

一
〇

五
)

年

元

封

期

(前

一

一
～

一
〇

五

)

寛
寧

元

(前

三
三
)
年

宗
室
の
女

宗
室

の
女

(江
都
王
建

の
女

の
烏
孫

公
主
)

宗
室

の
女

(楚
王
戊

の
孫

の
解
憂
)

後
宮

の
宮
女

の
王
昭
君

老
上
単
于

勾
奴
軍
臣
単
于

烏
孫
昆
莫
烏
孫
零
阪匈

奴

呼
韓
邪
単
于

『
漢
書
』
巻
九

四
上
匈
奴

伝

上

『
漢
書
』
巻
九
六
下

西
域
伝
下

『
漢
書
』
巻
九
六

下

西
域
伝

下

『
漢
書
』
巻
九

四
下
匈
奴

伝

下



許
之
。

と
あ

り
、
後
漢
は
そ
れ
を
許
可
し
て
い
る
。
時
代
は
遡
る
が
、
光
武
帝
の
と
き
に
も
、
南
飼
奴
と
の
間
で
和
親
が
成
立

し
た
こ
と
を
示
す
史

料
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
際
、
後
漢
か
ら
南
勾
奴

へ
公
主
が
降
嫁
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
見
出
せ
な
い

の
で
あ
る

。

こ
の
よ
う
に
、
前
漢
後
漢
を
通
じ
て
み
た
と
き
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
行
わ
れ
た
の
が
す
べ
て
前
漢
に
お
い
て
で
あ

り
、
後
漢
に
な
る
と

そ
の
事
例
を
み
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
い
う
点
は
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
降
嫁
成
立
が
み
ら
れ
な
い
と
す

る
現
象
が
、
こ
の
後
の
時
代

へ
も
継
承
さ
れ
、
魏
晋
南
朝
の
時
代
に
あ

っ
て
も
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
公
主
降
嫁
が
成
立

し
た
こ
と
を
示
す
事

例
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

。
こ
の
魏
晋
南
朝
の
時
代
に
お
い
て
事
例
が
見
出
せ
な
い
こ
と
も
、
先
の
後
漢

の
場
合
と
同
様
、

歴
史
史
料
の
少
な
さ
に
そ
の
原
因
を
帰
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
魏
晋
南
朝
の
時
代
に
は

『
三
国
志
』
以
下
六

つ
の
正
史
が
存
在
す

る
。

こ
の
点
を
漢
代
と
比
較
す
る
と
、
決
し
て
史
料
総
量
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
後
漢
～
六

朝
に
お
け
る
公
主
降
嫁
が
成
立
し
た
事
例
が
存
在
し
な
い
点
に
、
単
な
る
史
料
の
問
題

へ
帰
す
こ
と
の
で
き
な
い
時
代
背
景
が
存
在
す
る
こ

と
を
予
想
さ
せ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
私
見
を

一
層
確
か
な
も
の
と
す
る
の
は
、
魏
晋
南
朝
の
時
代
と
大
き
く
重
な
る
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
で
は
、
公
主
降

嫁
の
事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
時
に
、
周
辺
諸
国
の
王
女
が
中
原
王
朝

へ
嫁
す

と
い
う
、
漢
魏
の
時

代
に

は
全
く
み
ら
れ
な
か

っ
た
事
例
さ
え
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

今

こ
の
点
に
注
目
し
な
が
ら
、
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
に
お
け
る
降
嫁
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
D
は
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝

の
時
代
に
行
わ
れ
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
の
、
表
E
は
同
時
代
に
お
け
る
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
行
わ
れ
た
王
女
の
入
嫁

の
事
例
を
、
そ

れ
ぞ
れ
年
代
順
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。



D

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨

年
代
永
興

三

(四

一

)
年

延
和

三

(
四
三
四
)
年

太
延

五

(四
三
九
)
年

太
昌

元

(
五
三
二
)
年

大
統
四

(
五
三
人
)
年

興
和

二

(
五
四
〇
)
年

武
定
三

(
五
四
五
)

年

大
統

一
七

(
五
五

一
)

年

大

象
元

(
五
七
九
)
年

公
主
北
燕

馬
跋

の
女
の
楽
浪
公
主

北
魏
西
海
公
主

北
魏
太
武
帝
の
公
主

北
魏
宗
室
の
女

(萢
陽

王
謳

の
女

の
琅
邪

公
主
)

西
魏
宗
室
の
女

東
魏
宗
室
の
女

(元
翌

の
女

の
化
政

公
主
)

(常
山

王
隣

の
妹

の
蘭
陵
公
主
)

東
魏
宗
室
の
女

(済
南

王
匡

の
孫

の
広
楽

公
主
)

西
魏
長
楽
公
主

北
周
宗
室
の
女

(
趙
王
昭

の
女

の
千
金

公
主
)

降
嫁
先

柔
然
斜
律
勇

柔
然
呉
提

楊
保
宗

柔
然
阿
那
壊
の
長
男

柔
然
阿
那
壌
の
弟
の
塔
寒

柔
然
阿
那
壊

吐
谷
渾

脊
呂突

厥

伊
利
可
汗

突
厥

他
鉢
可
汗

出
典
『
晋
書
』
巻

一
二
五

馬
践
伝

『
魏
書

』
巻

一
〇
三

蠕
蠕
伝

『
資

治
通
鑑
』
巻

一
二
三

宋
紀

五

六
年

『
魏
書

』
巻

一
〇
三

蠕
蠕
伝

『
北
史
』
巻

九
八

蠕
蠕
伝

『
魏
書
』
巻

}
〇
三

蠕
蠕
伝

『
北
史
』
巻

九
六

吐
谷
渾
伝

『
周
書
』
巻

五
〇

突
厭
伝

『
周
書
』
巻

五
〇

突

厭
伝

表
E

①②③④

年
代
太

平
五

(四

一
四
)
年

延
和
三
年

大
統
三
年

興
和
四
年

中
原
王
朝

北
燕
縞
蹟
北
魏
太
武
帝

西
魏
文
帝
東
魏

王
女

の
出
身

国

柔
然
勇
斜
律
の
女

柔
然
呉
提
の
妹

柔
然
阿
那
璃
の
女
の
悼
皇
后
郁
久
聞
氏

柔
然

出
典
『
魏
書
』
巻

一
〇

三

蠕

蠕
伝

『
魏
書
』
巻

一
〇
三

蠕
蠕
伝

『
北
史
』
巻

=
二

后
妃
伝
上

『
北

史
』
巻
九
八

蠕
蠕
伝



表

D
⑨
の
事
例
は
、
『
周
書
』
巻
五
〇
突
厥

伝
に
、
突
厭
が
北
周

へ
和
親
を
求
め
た
こ
と
を
伝
え
て
、

他
鉢
復
請
和
親
。
帝
冊
趙
王
招
女
為
千
金
公
主
以
嫁
之
、
並
遣
執
紹
義
送
闘
。

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
和
親
締
結
の
際
、
公
主
降
嫁
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
を
通
じ
、
公
主
降
嫁
は
九
件
存
在
し
た
。

つ
ま
り
、
現
存
の
史
料
に
よ
る
限
り
、
約
三
〇

年
に

一
回
の
割
合
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
、
漢
代
と
比
較
し
て
み
る
と
、
当
該
時
代
に
お
け
る
公
主
降
嫁

は
漢
代
よ
り
も
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
魏
南
朝
の
時
代
に
は
全
く
み
ら
れ
な
か

っ
た
周
辺
諸
国
か
ら
の
王
女
入
嫁

も
七
件
存
在
し
て
お
り
、
現
存

の
史
料
に
よ
る
限
り
、
約
四
〇
年
に

一
回
の
割
合
で
そ
の
よ
う
な
王
女
入
嫁
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

つ

ま
り
、
当
該
時
代
、
外
交
施
策
と
し
て
婚
姻
が
行
わ
れ
た
割
合
は
約

一
七
年
半
に
一
回
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
『
魏
書
』
巻
二
四

崔

玄
白
伝

に
、

太

祖
常
引
間
古
今
旧
事
、
王
者
制
度
、
治
世
之
則
。
玄
伯
陳
古
人
制
作
之
体
、
及
明
君
賢
臣
、
往
代
廃
興
之
由
、
甚
合
上
意
。
未
嘗
審

謬
杵
旨
、
亦
不
諸
諌
筍
容
。
及
太
祖
季
年
、
大
臣
多
犯
威
怒
、
玄
伯
独
無
謎
者
、
由
於
此
也
。
太
祖
曾
引
玄
白
講
漢
書
、
至
婁
敬
説
漢

祖
欲
以
魯
元
公
主
妻
勾
奴
、
善
之
、
嵯
嘆
者
良
久
。
是
以
諸
公
主
皆
楚
降
干
賓
附
之
国
、
朝
臣
子
弟
、
錐
名
族
美
彦
、
不
得
尚
焉
。

と
あ

り
(冠
、
北
魏
の
道
武
帝
が
漢
代
に
行
わ
れ
た
公
主
降
嫁
の
施
策
を
受
け
て
そ
れ
を
行

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
北
朝
で

行
わ

れ
た
公
主
降
嫁
は
単
に
漢
代

の
施
策
に
な
ら

っ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
表
D

・
E
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

⑤⑥⑦

武
定
三
年

武
定
三
年

天
和
三

(五
六
八
年

高
歓

の
子

の
湛

東
魏
高
歓
東
魏
孝
静
帝

北
周
武
帝

阿
那
壊
の
孫
の
隣
和
公
主

柔
然
柔
然
公
主

吐
谷
渾

脊
呂
の
従
妹

突
厥

木
秤
可
汗
の
女
の
阿
史
那
皇
后

『
北
史
』
巻

一
四

后
妃
伝
下

『
魏
書
』
巻

一
〇

一

吐
谷
渾
伝

『
周
書
』
巻
九

皇

后
伝



表

F
③

の
事
例
は
、
『
隋
書
』
巻
六
四

柳
審
之
伝
に
、
突
蕨
が
階

へ
和
親
を
求
め
た
こ
と
を
伝
え
て
、

及
突
厭
啓
民
可
汗
求
和
親
、
復
令
審
之
送
義
成
公
主
於
突
厥

。

表
F

①②③④⑤

年
代
開
皇

一
六

(
五
九

六
)

年

開
皇

一
七
年

開
皇

↓
九
年

大
業
四

(六
〇
九
)
年

大
業
十
年

公
主
宗
室

の
女

(先
化
公
主
)

宗
室

の
女

(安

義
公
主
)

宗
室

の
女

(義
成

公
主
)

宗
室

の
女

(華
容

公
主
)

宗
室

の
女

(信
義

公
主
)

降
嫁
先

吐
谷
渾

伏突
厭
突
利
可
汗

突
厥

啓
民
可
汗

高
昌
麹
伯
雅

西
突
厭

処
羅
可
汗

出
典
『
月
書
』
巻
六
四

柳
審
之
伝

『
隋
書
』
巻

八
四

突
厭
伝

『
隋
書
』
巻

六
四

柳
審
之
伝

『
隋
書
』
巻

八
三

高
昌
伝

『
隋
書
』
巻

八
四

西
突
厥

伝

こ
の
公
主
降
嫁
の
施
策
は
北
魏
よ
り
以
前

の
五
胡
十
六
国
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

一
方
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
時
代
と
ほ
ぼ
同

時
期

の
魏
晋
南
朝
の
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
施
策
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
で
は
、
和
蕃
公
主

の
降
嫁
及
び
、
漢
魏

の
時
代
に
は
全
く
み
ら
れ
な
か

っ
た
周
辺
諸
国
か
ら
の
王
女
の
入
嫁
も
行
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
五
胡
十

六
国

か
ら
北
朝

の
時
代
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
漢
代
で
行
わ
れ
た
施
策
に
な
ら
う
と
い
う
こ
と
を
建
前
と
し
つ
つ
、
内
実
は
北
方
的
と
も
い

え
る
要
素
に
基
づ
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
漢
代
よ
り
も
婚
姻
が
外
交
の
重
要
な
施
策
と
な

っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
で
み
ら
れ
た
傾
向
は
、
北
朝
の
王
朝
と
し
て
中
国
再
統

一
を
成
し
遂
げ
た
階
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

表
F
は
階
代
に
行
わ
れ
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
年
代
順
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。



と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
和
親
締
結
の
際
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
隋

は
三
十
年
余
と
い
う
短
命
な
王
朝
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
間
に
行
わ
れ
た
公
主
降
嫁

は
五
件
で
あ
り
、
こ

れ
以
前
の
諸
朝
と
比
較
し
て
も
、
約
七
年
半
に

一
回
の
割
合
で
行
わ
れ
た
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
よ

っ
て
、
階
代

で
は
こ
れ
ま
で
の
五

胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
に
お
い
て
み
ら
れ
た
流
れ
が
よ
り

一
層
強
ま
り
、
婚
姻
が
外
交
の
重
要
な
施
策
と
な

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
当
時
は
北
朝
の
時
代
と
異
な
り
、
中
原
王
朝
の
勢
力
が
周
辺
諸
国
と
比
較
し
て
優
勢
で
あ
り
、
周
辺
諸
国
か
ら

の
王
女
の
入
嫁
事
例

は
管

見
の
及
ぶ
限
り
見
出
せ
な

い
。
ま
た
、
前
掲
論
文
の
中
で
布
目
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
当
該
時
代
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
お
い
て
周
辺

諸
国
に
対
す
る
隋

の
優
越
性
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
も
は
や
公
主
は
人
質
で
は
な
く
、
恩
寵
と
し
て

の
存
在
で
あ

っ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

次

に
、
唐
代
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

本
節
の
初
め
に
挙
げ
た
表
A
⑮
の
事
例
は
、
『
旧
唐
書
』
巻

=
二
〇

関
播
伝
に
、
ウ
イ
グ
ル
が
唐

へ
和
親
を
求
め
た
こ
と
を
伝
え
て
、

廻
紘
請
和
親
、
以
威
安
公
主
出
降
可
汗
。

と
あ

る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
和
親
締
結

の
際
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
唐
代
で
行
わ
れ
た
公
主
降
嫁
は

一
六
件
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
諸
朝
に
お
け
る
事
例
件
数
、
す
な
わ
ち
、
漢
代

の
六
件

・

五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
の
九
件

・
階
代
の
五
件
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
で
行
わ

れ
た
周
辺
諸
国
か
ら
の
王
女
入
嫁
も

一
件
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
唐
代
は
こ
れ
ま
で
の
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝
の
時
代
、
そ
し
て
隋
代
で
み

ら
れ
た
流
れ
が
よ
り

一
層
強
ま

っ
た
結
果
、
婚
姻
の
締
結
、
中
で
も
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
外
交
の
重
要
な
施
策
と
し
て
行
わ
れ

た
と

い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
各
時
代
で
何
年
に

一
回
和
蕃
公
主
の
降
嫁
及
び
周
辺
諸
国
か
ら
の
王
女
の
入
嫁
、
す
な
わ
ち
、
外
交
施
策

と
し
て
婚
姻
が
行
わ

れ
た

か
と
い
う
割
合
を
表
示
し
て
み
よ
う
。

表

G
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
前
漢
に
始
ま

っ
た
杓
蕃
公
主
の
降
嫁
は
、
後
漢
に
な
る
と
そ
の
事
例
を
み
な
く
な
る
。

続
く
魏
晋
南
朝
の
時



以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①

先
行
研
究
で
、
隋
唐

で
は
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
の
王
女

の
入
嫁
は

お

わ

り

に

代
に
お
い
て
も
、
そ
の
事
例
は
存
在
し
な
い
。
和
蕃
公
主
の
降
嫁
実
行
に
お
け
る

後
漢

の
傾
向
が
、
魏
晋
南
朝
の
時
代

へ
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

一
方
、
そ
れ
と

ほ
ぼ
同
時
期
の
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝

の
時
代
、
和
蕃
公
主

の
降
嫁
は
漢
代
よ
り

も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
、
周
辺
諸
国
の
王
女
が
中
原
王
朝

へ

嫁
す
と
い
う
、
漢
魏
の
時
代
に
は
全
く
み
ら
れ
な
か

っ
た
事
例
さ
え
盛
ん
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
隋
唐

時
代

へ
至
る
と
北
朝
で
み
ら
れ
た
流
れ
が
よ
り

一
層
強

ま
り
、
婚
姻
の
締
結
、
中
で
も
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
外
交
の
重
要
な

施
策
と
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
次
の
五
代
十
国
か
ら
北
宋

の
時
代
に
な
る
と

再
び
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。

以
上
、
時
代
を
唐
以
前

の
諸
朝
に
も
視
野
を
広
げ
、
中
原

王
朝
か
ら
行
う
公
主

降
嫁
や
周
辺
諸
国
か
ら
行
う
王
女
入
嫁

の
実
態
を
追
究
し
、

そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う

な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
中
で
、
唐
代

は
こ
れ
ま
で
の
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝

の
時
代
、
そ
し
て
階
代
で
み
ら
れ
た
流
れ

が
よ
り

一
層
強
ま

っ
た
結
果
、
婚
姻
の
締
結
、
中
で
も
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主
の

降
嫁
が
外
交

の
重
要
な
施
策
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

表G

時代
漢代
〈前漢〉

〈後灘

繍
五胡十六国ん北朝

硫藩公主の降嫁1

〈周辺諸国からの王女の嫁入〉

計

階
唐
靹藩公主の降嫁〉

〈周辺諸国からの王女の嫁入〉

計
五代十国ト北宋

存続年間
紀元前二〇六～後二二〇年

紀元前二〇六～後八年

八年～二二〇年

二二〇年～五八九年

三〇二年～五八一年

五八一年～六一八年

六一八年～九〇七年

九(}ヒ年一 二七年

件数
六件
六件

○件
○件

九件

七件
一六件

五件

一六件

一件

一七件

一件

害恰
約七〇年に一回

約三五年に一回

なし

なし

約三〇甲こ一・回

約四〇年に一回

約一七年半に一回

約七年半に一回

約一八年に一回

約二九〇鰍こ一回

約一七年に州回

約二二〇年に一回



み
ら
れ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
代
で
も
周
辺
諸
国
か
ら
中
原
王
朝

へ
の
王
女
の
入
嫁
は
存
在
し
た
。
聖
暦

元
年

・
長
安
三
年

・

至
徳
元
年
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
唐
は
国
内
外
に
問
題
を
抱
え
、
突
厥

や
ウ
イ
グ

ル
へ
正
面
作
戦
を
と

る
余
裕
を
も
っ
て
い

な
か

っ
た
。
前
漢
の
頃
に
人
質
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ

っ
た
和
蕃
公
主
は
、
後
代
す
る
に
従

い
、
中
原
王
朝
が
周
辺
諸
国

へ
与
え

る
恩
寵

へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
唐
に
周
辺
諸
国
に
対
す
る
軍
事
的
優
位
性
を
見
出
す
こ
と
は

で
き
ず
、
北
朝
の
時

代
と
同
様
、
周
辺
諸
国
か
ら
入
嫁
す
る
王
女
は
周
辺
諸
国
が
中
原
王
朝

へ
与
え
る
恩
寵
と
い
う

一
面
さ
え
も
ち
う
る
状
況
が
出
現
し
て

い
た
と
も
い
え
る
。
よ

っ
て
、
中
原
王
朝
は
自
ら
の
勢
力
が
周
辺
諸
国
と
比
較
し
て
弱
体
で
あ
る
際
、
周
辺
諸
国

の
王
女
を
嬰
り
、
逆

の
状
況
で
は
、
周
辺
諸
国

へ
公
主
を
降
嫁
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。

②

先
行
研
究
で
、
和
蕃
公
主
が
降
嫁
さ
れ
た
の
は
北
方
遊
牧
民
族
に
限
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
が
南
詔

へ
の
和
蕃
公
主
の
降

嫁
を
決
定
し
た
事
例
が
存
在
す
る
。
唐
は
南
詔
を
重
要
視
し
て
い
た
。
ま
た
、
唐
以
前
の
時
代
で
あ
る
北
朝

の
時

代
や
そ
の
後
の
時
代

で
あ
る
五
代
に
お
け
る
諸
朝
に
も
、
非
遊
牧
国
家
と
し
て
の
高
句
麗
や
南
詔
の
後
継
で
あ
る
大
長
和
国
と
の
問
で
婚
姻
を
行
お
う
と
す

る
動
き
が
あ

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
従
来
の
見
解
は
大
枠
正
し
い
も
の
の
、
唐
が
南
詔

へ
和
蕃
公
主
を
降
嫁
し
よ
う
と
す
る
、

な
ど
の
例
外
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
中
原
王
朝
が
和
蕃
公
主
を
降
嫁
す
る
基
準
は
、
そ
の
勢
力
が
中
原
王
朝
に
如
何
な
る

「利
益
」

を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
か
否
か
、
と

い
う
点
に
究
極
的
に
は
あ

っ
た
と
い
え
る
。

③

前
漢
に
始
ま

っ
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
、
後
漢
に
な
る
と
そ
の
事
例
を
み
な
く
な
る
。
続
く
魏
晋
南
朝
の
時
代

に
お
い
て
も
、
そ
の

事
例
は
存
在
し
な

い
。
和
蕃
公
主
の
降
嫁
実
行
に
お
け
る
後
漢
の
傾
向
が
、
魏
晋
南
朝
の
時
代

へ
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

一
方
、
そ

れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
五
胡
十
六
国
か
ら
北
朝

の
時
代
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
漢
代
よ
り
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
同
時
に
、

周
辺
諸
国
の
王
女
が
中
原
王
朝

へ
嫁
す
と
い
う
、
漢
魏
の
時
代
に
は
全
く
み
ら
れ
な
か

っ
た
事
例
さ
え
盛
ん
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

階
代
、
そ
し
て
唐
代

へ
至
る
と
北
朝
で
み
ら
れ
た
流
れ
が
よ
り

一
層
強
ま

っ
た
結
果
、
婚
姻

の
締
結
、
中
で
も
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主

の
降
嫁
が
外
交
の
重
要
な
施
策
と
し
て
行
わ
れ
た
。

以
上
、
唐
代
の
和
蕃
公
主
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
、
先
行
研
究

の
見
解

へ
私
見
を
述
べ
、
今
回
明
ら
か
に
し
た
現
象
の
持

つ
意
義
を



(
1
)

小
川
昭

一

「和
蕃

公
主

の
文
学

」

(『
花
園
大
学
研
究
紀

要
』

一
二

一
九
八

一
)

に
よ
る
と
、

和
蕃

公
主

の
語
は
中
唐

の
詩

人
に
よ

っ
て
使
用
さ
れ
た

も

の
が
そ

の
最
も

早
い
例

で
あ
り
、
九
世
紀
頃

に
は

一
般
的
な

用
語
と
な

っ
て
い
た
と
さ

れ
る
。

(2
)

布
目
潮
渥

「晴

の
大
義

公
主

に

つ
い
て
」

(『
隋
唐
帝

国
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院

一
九
七
九
)

(3
)

日
野
開
三
郎

「唐
代

の
和
蕃

公
主
」

(『
日
野
開

三
郎
東
洋
史

学
論
集
』
九

三

一
書
房

一
九
七
八
)
、
坂

元
義
種

「古
代
東

ア
ジ

ア

の
国
際
関
係
-
和

親

・
封
冊

・
使
節

よ
り
見
た

る
ー

」

(『
古
代
東

ア
ジ

ア

の
日
本
と
朝
鮮
』
吉

川
弘
文
館

一
九
七

八
)
、
長
沢
恵

「中
国
古
代

の
和
蕃
公
主
に

つ
い
て
」

(『
海
南
史
学
』

二

一

一
九
八
三
)

(
4
)

王
桐
齢

「漢
唐
之
和
親

政
策
」

(『
史

学
年
報
』

一

一
九
二
九
)
、
鄭
平
樟

「
唐
代
公
主
和
親
考

」

(『
史
学
年
報

』
二

一
九
三

五
)
、
王
寿
南

「唐
代

公
主
与
和
親
政
策
」

(『
唐

代
人
物
与
政
治
』
文
津

出
版

社

一
九
九
九
)
、
閻
明
恕

『
中
国
古
代
和
親
史
』

(貴
州

民
族

出
版

社

二
〇
〇
三
)

考
察

し
た
。
そ
し
て
、
時
代
を
唐
以
前
の
諸
朝
に
も
視
野
を
広
げ
、
中
原
王
朝
か
ら
行
わ
れ
た
公
主
降
嫁
や
周
辺
諸
国
か
ら
行
わ
れ
た
王
女

入
嫁

の
実
態
を
追
究
し
、
そ
れ
ら
が
各
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

唐
代

に
お
い
て
最
も
盛
ん
に
和
蕃
公
主
が
降
嫁
さ
れ
た
状
況
は
何
処
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
に

つ
い
て
考
察

し
た
。

本
稿
で
は
、
唐
代
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
の
実
態
に
迫
り
、
こ
れ
の
持

つ
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、

序
節

で
述
べ
た
よ
う
に
今
回
取
り
上
げ
た
問
題
は
未
だ

一
部
分
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
史
料
中
に
し
ば

し
ば

「和
親
」
と
い

う
語
が
登
場
す
る
が
、
現
段
階
で
は
和
親
と
和
蕃
公
主
の
降
嫁
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
明
確
で
は
な

い
。
ま
た
、
表
G

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
唐
代
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
、
次

の
五
代
十
国
か
ら
北
宋
の
時
代
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

く
な

る
理
由
に

つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
引
き
続
き
以
上

の
諸
問
題
に
取
り
組
み
、
和
蕃
公
主

の
降
嫁
と
い
う
婚
姻
に
よ

る
外

交
施
策
が
、
唐
宋
間
で
変
化
す
る
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註



(5
)

『
新
唐
書
』
巻

二

一
五
上
突
厥

伝
上
、
『
資

治
通
鑑
』
巻

二
〇
六

則
天
武
后
紀

聖
暦
元
年

(
6
)

『
新
唐
書
』
巻

二

「
五
上

突
厭
伝
上
、
『
資
治

通
鑑

』
巻
二
〇
六

則

天
武
后
紀

聖
暦
元
年

(
7
)

『
新
唐
書
』
巻

二

一
五
上
突
厥

伝
上
、
『
資
治

通
鑑
』
巻

二
〇
六

則
天
武
后
紀

聖
暦
元
年

・
同
書

巻

二
〇
七

則
天
武
后
紀

長
安
四
年

(
8
)

『
新
唐
書
』
巻

二

一
五
上
突
厥

伝
上
、
『
資
治

通
鑑
』
巻

二
〇
六

則
天
武
后
紀

長
安

三
年

・
同
書

巻

二
〇

人

中
宗
紀

神
龍
二
年

・
同
伝
中

景
龍

元
年

(
9
)

『
旧
唐

書
』
巻

一
九

五

廻
維
伝

、
『
資
治
通
鑑
』
巻

二

一
九

粛

宗
紀

至
徳

元
年

(
10
)

前

掲
註

(
3
)
論
文

(
11
)

『
新
唐

書
』
巻

二
二
二
中

南
蛮
伝

中

(
12
)

金
子
修

一

『
隋
唐
の
国
際

秩
序

と
東

ア
ジ

ア
』

(名
著
刊

行
会

二
〇
〇

一
)

に
よ
る
と
、

こ

の
と
き
南

詔
が
求

め
た

「兄
弟
」
も

し
く
は

「舅
甥
」

の
関
係

は
、
唐
ー
ウ

イ
グ

ル
と

の
兄
弟

関
係
、
唐
ー
吐
蕃

と
の
舅
甥
関
係
を
踏
ま

え
た
、
南

詔

の
唐

に
対
す

る
敵

国
関
係

に
基
づ

い
た
待
遇
を
求
め

る

も

の
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

(
13
)

『
資
治

通
鑑
』
巻

二
五
三

僖
宗
紀

乾
符

四
年

(
14
)

『
資
治
通
鑑
』
巻

二
五
三

僖
宗
紀

乾
符

五
年

こ
こ
で
い
う

「
浮
屠
」
と
は
僧
侶
を
意
味

し
、
す
な
わ
ち
、
先

に
挙
げ
た

「景

仙
」
を
指
す
。

(
15
)

『
資
治
通
鑑
』
巻

二
五
三

僖
宗
紀

乾
符

五
年

(
16
)

『
資
治
通
鑑
』
巻

二
五
三

僖

宗
紀

広
明

元
年

(
17
)

『
資
治
通
鑑
』
巻

二
五
三

僖

宗
紀

広
明

元
年

(
18
)

『
資
治
通
鑑
』
巻

二
五
三

僖

宗
紀

広
明

元
年

(
19
)

『
資

治
通
鑑
』
巻

二
五
五

僖
宗
紀

中
和

二
年

(
20
)

『
資

治
通
鑑
』
巻

二
五
五

僖
宗
紀

中
和
三
年



(
21
)

『
新
唐
書
』
巻

一
=

七
下

回
鵤
伝
下

(
22
)

前
掲
註

(
12
)
論

文

(
23
)

『
魏
書
』
巻

一
〇

〇

高
句
麗
伝
、
『
北
史
』
巻

九
四

高
麗
伝

『
新

五
代
史
』
巻

六
五

南

漢
世
家

劉
隠
伝

、
『
資
治
通
鑑
』
巻

二
七

四

荘

宗
紀

同
光
三
年

(
24
)

漢
代

の
事
例

に
み
ら
れ
る
翁
主

と
は
、
『
漢
書
』

巻

一
下

高
帝

紀
略

の
如
淳

の
注
に
よ
れ
ば
、
諸

王

の
女

で
あ

る
。

こ
れ
は
本
稿

で
扱

う
公
主
と
語

自
体
は
異
な

る
も
の

の
、
周
辺
諸
国

へ
降
嫁

さ
れ
て
果
た
す
役
割

は
同

じ
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
特

に
区
別
し
な

い
。

(
25
)

『
後
漢
書
』
巻

一
下

光
武
帝
紀

一
下

(
26
)

『
資
治
通
鑑
』
巻

一
二
五

文
帝
紀

元
嘉

二
七
年
閨
十
月

の
条

に
、
北
魏

と
宋

と

の
間

で
交
婚
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
た

こ
と
を
伝
え

て
、
「
(魏
主
)
餉

上
彙
駝
、

名
馬
、
井

求
和
、
請

婚
。
上
遣
奉

朝
請

田
奇
餉

以
珍
差
、
異
味

。
…
魏
主

不
応
、
挙

手
拘

天
、

以
其
孫

示
奇

日
、

「
吾
遠
来
至
此

、
非
欲
為

功
名
、
実

欲
継
好
息

民
、
永
結
媒

援
。
宋
若

能
以
女
妻
此
孫

、
我
以
女
妻

武
陵
王
、
自

今
匹
馬

不
復
南

顧
。
」
奇

還
、
上
召
太

子
勘

及
群
臣

議
之
、
罵

並
謂
宜

許
、
江
湛

日
、

「戎
秋
無

親
、
許

之
無
益
。
」
勧
怒

、
謂
湛

日
、

「
今

二
王
在

阪
、
誼
宜
荷

執
異
議
。
」
…
勧

又
言
於
上

日
、

「北
伐
敗

辱
、
数
州

倫
破
、
独

有
斬
江
湛
、
徐
湛

之
可

以
謝

天
下
。
」
上

日
、

「北
伐
自

是
我
意
、
江
、
徐

但
不
異
耳
。
」
由
是
太

子
与
江
、
徐
不
平
、
魏
亦
寛

不
成
婚
。
」
と

あ
り
、

同
様

の
記
述

が

『
魏
書
』

巻
四
下

世
祖
紀
下
、
『
北
史
』
巻

二

世
祖
紀

に
も
あ

る
。
宋

で
も
太

子
を
始

め
と

し
て
北

魏
と

の
交
婚

に
賛

成

で

あ

っ
た
こ
と
が
窺
え

る
が
、
最
終
的

に
は
江
湛
ら

の
反
対
意

見
を
受
け
た
文
帝

の
意

向
に
よ

っ
て
こ
の
交
婚

は
成

立
し
な
か

っ
た
。

ま
た
、

こ
の
交
婚

は
北
魏

か
ら
宋

へ
提
案
さ

れ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

こ
の
事

例
も
北
朝

で
盛

ん
に
外
交
施
策
と

し
て
婚
姻
が
行
わ
れ

て
い
た

こ
と

の

一
例

で
あ

る

と
思
わ

れ
る
。

(
27
)

『
冊
府

元
亀
』

巻
九
七
八

外
臣
部

和
親

一


